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令和元年度 あ さ ぎ り 町 議 会 第 ５ 回 会 議 会 議 録 （ １ １ 号 ）  

招 集 年 月 日 令和元年９月３日  

招 集 の 場 所 あ さ ぎ り 町 議 会 議 場 

開 閉 会 日 時 

及 び 宣 告 

開 議 令和元年9月5日  午前10時00分 議 長 徳 永 正 道 

散 会 令和元年9月5日   午後 2時15分 議 長 徳 永 正 道 

応（不応）招議員

及び出席並びに

欠席議員 

出 席 １５名 

欠 席  １名 

○ 出席 △ 欠席 

× 不 応 招 

議 席 

番 号 
氏     名 

出欠等

の 別 

議 席 

番 号 
氏     名 

出欠等

の 別 

 １ 岩 本 恭 典 ○ ９ 豊 永 喜 一 ○ 

 ２ 市 岡 貴 純 ○ １０ 永 井 英 治 ○ 

 ３ 難 波 文 美 ○ １１ 皆 越 てる子 ○ 

 ４ 加賀山 瑞津子 ○ １２ 小見田 和 行 ○ 

 ５ 橋 本   誠 ○ １３ 奥 田 公 人 ○ 

 ６ 久 保 尚 人 ○ １４ 溝 口 峰 男 ○ 

 ７ 小 出 高 明 △ １５ 久保田  久男 ○ 

 ８ 森 岡   勉 ○ １６ 徳 永 正 道 ○ 

議事録署名議員 ３番 難 波 文 美    ４番 加賀山 瑞津子 

出席した議会書記 事務局長  大 林 弘 幸    事務局書記  丸 山 修 一 

地方自治法第１２１ 

条により説明のた 

め出席した者の職 

氏名 

 出席  ○ 

 欠席  × 

  

職 名 氏     名 
出欠等

の 別 
職 名 氏     名 

出欠等

の 別 

町 長 尾 鷹 一 範 ○ 教 育 長 米 良 隆 夫 ○ 

総務課長 土 肥 克 也 ○ 教育課長 木 下 尚 宏 ○ 

企画財政

課 長 
片 山  守 ○ 
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管 理 者 
田 中 伸 明 ○ 

税務課長 那 須 正 吾 ○ 
農林振興

課 長 
甲 斐 真 也 ○ 

町民課長 宮 原 恵 美 子 ○ 
商工観光

課 長 
北 口 俊 朗 ○ 

生活福祉

課 長 
上 村 哲 夫 ○ 建設課長 大 藪 哲 夫 ○ 

高齢福祉

課 長 
出 田  茂 ○ 

上下水道

課 長 
  林  敬 一 ○ 

健康推進

課 長 
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農業委員会

事務局長 
船 津  宏 ○ 
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議事日程（第１１号） 

日程第 １  議案第１５号 あさぎり町森林環境譲与税基金条例の制定について 

日程第 ２  議案第１６号 あさぎり町印鑑条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第 ３  議案第１７号 あさぎり町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準 

               を定める条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第 ４  議案第１８号 あさぎり町農産加工センター条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第 ５  議案第１９号 あさぎり町水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第 ６  議案第２０号 あさぎり町乗合タクシー運送事業補助条例を廃止する条例の制定について 

日程第 ７  議案第２１号 あさぎり町280MHzデジタル防災同報無線システム整備工事請負変更契約の 

締結について 

日程第 ８  報告第１１号 専決処分した令和元年度あさぎり町一般会計補正予算（第5号）について 

日程第 ９  議案第２２号 令和元年度あさぎり町一般会計補正予算(第6号)について 

日程第１０  議案第２３号 令和元年度あさぎり町国民健康保険特別会計補正予算(第1号)について 

日程第１１  議案第２４号 令和元年度あさぎり町介護保険特別会計補正予算(第2号)について 

日程第１２  議案第２５号 令和元年度あさぎり町下水道事業特別会計補正予算(第2号)について 

日程第１３  議案第２７号 有機センター木灰及び堆肥自動包装設備の買入れについて 

日程第１４  議案第２８号 有機センターホイルローダーの買入れについて 

日程第１５  認定第 １号 平成３０年度あさぎり町一般会計歳入歳出決算の認定について 

（提案理由の説明） 

日程第１６  認定第 ２号 平成３０年度あさぎり町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について  

         （提案理由の説明） 

日程第１７  認定第 ３号 平成３０年度あさぎり町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につい 

て（提案理由の説明） 

日程第１８  認定第 ４号 平成３０年度あさぎり町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

（提案理由の説明） 

日程第１９  議案第２６号 平成３０年度あさぎり町水道事業特別会計利益の処分及び決算の認定につい 

て（提案理由の説明） 

日程第２０  認定第 ５号 平成３０年度あさぎり町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

（提案理由の説明） 

日程第２１  認定第 ６号 平成３０年度球磨郡障害認定審査事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

（提案理由の説明） 

日程第２２  認定第 ７号 平成３０年度球磨郡介護認定審査事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

              （提案理由の説明） 

 

 

本日の会議に付した事件 

日程第 １  議案第１５号 あさぎり町森林環境譲与税基金条例の制定について 

日程第 ２  議案第１６号 あさぎり町印鑑条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第 ３  議案第１７号 あさぎり町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準 

               を定める条例の一部を改正する条例の制定について 
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日程第 ４  議案第１８号 あさぎり町農産加工センター条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第 ５  議案第１９号 あさぎり町水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第 ６  議案第２０号 あさぎり町乗合タクシー運送事業補助条例を廃止する条例の制定について 

日程第 ７  議案第２１号 あさぎり町280MHzデジタル防災同報無線システム整備工事請負変更契約の 

締結について 

日程第 ８  報告第１１号 専決処分した令和元年度あさぎり町一般会計補正予算（第5号）について 

日程第 ９  議案第２２号 令和元年度あさぎり町一般会計補正予算(第6号)について 

日程第１０  議案第２３号 令和元年度あさぎり町国民健康保険特別会計補正予算(第1号)について 

日程第１１  議案第２４号 令和元年度あさぎり町介護保険特別会計補正予算(第2号)について 

日程第１２  議案第２５号 令和元年度あさぎり町下水道事業特別会計補正予算(第2号)について 

日程第１３  議案第２７号 有機センター木灰及び堆肥自動包装設備の買入れについて 

日程第１４  議案第２８号 有機センターホイルローダーの買入れについて 

日程第１５  認定第 １号 平成３０年度あさぎり町一般会計歳入歳出決算の認定について 

（提案理由の説明） 

日程第１６  認定第 ２号 平成３０年度あさぎり町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について  

         （提案理由の説明） 

日程第１７  認定第 ３号 平成３０年度あさぎり町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につい 

て（提案理由の説明） 

日程第１８  認定第 ４号 平成３０年度あさぎり町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

（提案理由の説明） 

日程第１９  議案第２６号 平成３０年度あさぎり町水道事業特別会計利益の処分及び決算の認定につい 

て（提案理由の説明） 

日程第２０  認定第 ５号 平成３０年度あさぎり町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

（提案理由の説明） 

日程第２１  認定第 ６号 平成３０年度球磨郡障害認定審査事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

（提案理由の説明） 

日程第２２  認定第 ７号 平成３０年度球磨郡介護認定審査事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

              （提案理由の説明） 

 

 

午前１０時 開 会 

 

●議会事務局長（大林 弘幸君）  起立願います。礼。着席ください。 

◎議長（徳永 正道君）  ただいまの出席議員は１５人です。定足数に達していますので、これから本日の会

議を開きます。ここで、先般の溝口議員の一般質問への調査結果報告の申し出が生活福祉課よりあっており

ますのでこれを許可します。生活福祉課長。 

●生活福祉課長（上村 哲夫君）  はい。おはようございます。１４番議員の一般質問の中で、調査確認を行

いましたので報告をさせていただきます。令和元年度分の保育所等整備事業の検討協議を行った調書の中で、

国土強靱化計画の有無の確認チェック欄が表の中にあります。この点につきまして、無と回答をしたところ

でございますが、議員のほうから有であった場合についての変更っていうか事業内容に変更があるのかとい
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ったようなお尋ねでございました。県を通じ確認をいたしましたところ各省庁の国土強靱化事業の中で、厚

生労働省の保育所等整備交付金事業がこの国土強靱化事業の対象事業となっているということでございます。

本町につきましてはまだ計画策定ではなかったということで再度県より計画の有無について再確認がござい

ましてこの協議書の中で無回答したところでございます。仮に有で策定を行っており、有で回答した場合に

おいても、補助事業の内容につきましては変更があるものではないということでございました。ただ、計画

に掲載された事業として採択という点においては採択されやすいのではないでしょうかといったような旨の

回答が県からあった次第でございます。以上報告終わります。 

◎議長（徳永 正道君）  本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

日程第１ 議案第１５号 

◎議長（徳永 正道君） 日程第１、議案第１５号、あさぎり町森林環境譲与税基金条例の制定についてを議

題とします。提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  おはようございます。議案第１５号あさぎり町森林環境譲与税基金条例の制定につ

いて提案いたします。提案理由を申し上げます。間伐や路網といった森林整備に加え、森林整備を促進する

ため、人材育成、担い手の確保、木材利用の促進や普及啓発等に充てるため基金を設置したいので、本条例

を設定する必要があります。よって地方自治法第９６条第１項第１号の規定により、議会の議決を求めるた

め提出するものです。詳細につきましては担当課長より説明申し上げます。どうか審議の上、可決いただき

ますようよろしくお願い申し上げます。 

◎議長（徳永 正道君）  農林振興課長。 

●農林振興課長（甲斐 真也君）  はい。おはようございます。それでは、議案第１５号について説明いたし

ます。昨年創設され今年度から受け入れをしております森林環境譲与税を市町村は間伐や路網といった森林

整備に加え、森林整備を促進するための人材育成、担い手の確保、木材利用の促進や普及啓発等に要する経

費の財源として活用を行いますが、次年度以降においても活用が図られるように基金条例を整備するもので

す。下のほうに附則としましてこの条例は公布の日から施行するものです。先般の説明の中で、この森林環

境譲与税の配分の割合等につきまして誤って説明しておりますので再度説明をさせていただきます。私有林

人工林面積分で５０％です。林業就業者分で２０％、市町村の人口分で３０％となっております。以上で説

明を終わります。 

◎議長（徳永 正道君）  提案理由の説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑ありませんか。

ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。討論あ

りませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。これから議案第１５号を採決しま

す。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

◎議長（徳永 正道君） 起立多数です。したがって議案第１５号は原案のとおり可決されました。 

日程第２ 議案第１６号 

◎議長（徳永 正道君） 日程第２、議案第１６号、あさぎり町印鑑条例の一部を改正する条例の制定につい

てを議題とします。提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  議案第１６号、あさぎり町印鑑条例の一部を改正する条例の制定について提案いた
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します。提案理由を申し上げます。住民基本台帳法施行令の一部改正に伴い、本条例の一部を改正する必要

がある。よって地方自治法第９６条第１項第１号の規定により議会の議決を求めるため提出するものです。

詳細につきましては担当課長より説明申し上げます。どうか審議の上、可決いただきますようよろしくお願

いします。 

◎議長（徳永 正道君）  町民課長。 

●町民課長（宮原 恵美子さん）  おはようございます。議案第１６号について御説明申し上げます。本改正

条例は、住民基本台帳法施行令の一部改正によりまして、住民票などに旧字の記載が可能になることに伴い

まして、旧氏による印鑑登録を行うことができるようにするため、総務省から発出されました印鑑登録事務

処理要領の一部改正に準拠した形で改正を行っております。説明の中で、旧氏と言いますのは、主に婚姻や

養子縁組などの届け出をする前の苗字旧姓のことを言います。３ページからの新旧対照表により御説明申し

上げます。第２条の登録資格では、本町が備える住民基本台帳に記録されているものは、１人１個に限り印

鑑の登録を受けることができるとございます。第５条第１項第１号及び第２号、次のページになりますが、

第７条第１項第３号及び第１３条第１項第３号では、旧氏の字句の追加等に係る改正でございます。また、

第７条第２項で、磁気テープを磁気ディスクに改めるなど用語の整理もあわせて行っております。２ページ

に戻っていただきまして、附則としましてこの改正条例につきましては、住民基本台帳法施行令等の一部を

改正する政令の施行日と同日でございます令和元年１１月５日から施行するものでございます。以上で説明

を終わります。 

◎議長（徳永 正道君）  提案理由の説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑ありませんか。

ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。討論あ

りませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

◎議長（徳永 正道君） これから議案第１６号を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の方

は起立願います。 

（賛成者起立） 

◎議長（徳永 正道君） 起立多数です。したがって議案第１６号は原案のとおり可決されました。 

日程第３ 議案第１７号 

◎議長（徳永 正道君）  日程第３、議案第１７号、あさぎり町特定教育保育施設及び特定地域型保育事業

の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。提案理由の説明を

求めます。町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  議案第１７号あさぎり町特定教育保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する

基準を定める条例の一部改正する場条例の制定について提案いたします。提案理由を申し上げます。特定教

育保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準の一部改正に伴い、本条例の一部を改正する必要が

ある。よって地方自治法第９６条第１項第１号の規定により、議会の議決を求めるため提出するものです。

詳細につきましては担当課長より説明申し上げます。どうか審議の上、可決いただきますようよろしくお願

い申し上げます。 

◎議長（徳永 正道君）  生活福祉課長。 

●生活福祉課長（上村 哲夫君）  はい。それでは、議案第１７号を説明いたします。今回の改正につきまし
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ては、１０月１日からの消費税の引き上げに伴いまして、幼児教育保育の無償化を実施するための本条例の

上位法令であります内閣府令特定教育保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準の一部が改正さ

れたことに伴いまして、内閣府令の改正内容に準じて本町の条例の改正を行うものでございます。改正の内

容といたしましては、現行の町の条例が内閣府令に準じて小学校就学前の子供の立場に立った良質かつ適切

な例となるよう一部改正を行うものとなっております。無償化の概要につきましては、３歳児から５歳児ま

でが対象となります。また、０歳から２歳児までは非課税世帯の子供が対象となっております。２２ページ

からの新旧対照表で説明をさせていただきます。まず、用語の改正条項の削除や追加を含めまして、（番号

のずれなど多くありますので、要点の説明とさせていただきます。まず題名の改正でございますが、内閣府

令の改正に準じまして、並びに特定子供子育て支援施設等の文字を挿入いたしております。特定子育て支援

施設につきましては、子育てのための施設等利用給付を行う施設ということでございまして、あさぎり町に

該当する施設は預かり保育事業を行う認定こども園四つの園が対象となります。次の目次につきましては、

題名の変更にあわせまして、現行の基準を第１章として、項目の構成につきましても、第２章と第３章を節

に節を管に変更し、次のページの最上段に第２章を追加いたしております。次ページをお願いいたします。

第１章、第１節総則の第２条、定義から各ページにわたりまして支給認定という用語が出てまいりますが、

この用語につきましては、預かり保育も無償化対象となりますことから、教育保育給付認定に変更しており

ます。第１２号以下各号の追加につきましては、無償化に伴い、新たに定義する必要が生じた事項につきま

して追加を行ったものでございます。２５ページをお願いいたします。第３条に一般原則としての規定があ

りますが、ここに今回の無償化の趣旨である子供の保護者の経済的負担の軽減について適切に配慮されたと

する旨の条文表現を追加したところでございます。３０ページをお願いいたします。第１３条利用者負担額

等の事業に関する規定の改正につきましては、教育保育施設が保護者から支払いを受ける保育料につきまし

ては、今回から満３歳以上が無償化されるため、満３歳未満の保育料に限定する条文表現としております。

括弧書きの中の法第２７条第３項第２号は、所得に応じて市町村が定める保育料の額のことを表現いたして

おります。次のページをお願いいたします。１番下の行になりますが、次のページにかけまして、第４項第

３号の規定におきましては、食事の提供括弧書きで次に掲げる者を除くとして、副食費としての数やおやつ

の提供に要する費用については、保護者から支払いを受けることができる費用としております。次のページ

をお願いいたします。３２ページから３３ページの上段にかけましての各号の規定が次に掲げる者を除くと

規定した副食費の無償となる部分でございまして、各項目に定める金額が国が定める保育料基準額で市長村

民税の所得割合算額で年収３６０万未満相当世帯の子供が３人以上いる他子世帯については減免される内容

の規定となっております。次の３３ページをお願いいたします。このページの中程の片仮名のウの規定では、

満３歳未満の子供については副食費については今後も保育料に含まれることから徴収しないということにな

ります。項の改正内容の各条項につきましては、冒頭に説明いたしました条文の用語の変更などの改正内容

が続いております。少し飛びますが５７ページをお願いいたします。ここから第２章を追加いたしまして、

特定子供子育て支援施設等の運営に関する基準として、第５３号の趣旨から条文を規定しております。今回

の国の改正によりまして新たに子育てのための施設等利用給付が創設されております。種類といたしまして

は、特別支援学校、新しい制度に移行しない幼稚園、預かり保育事業、認可外保育施設を子供子育て支援施

設と呼んでおりますが、あさぎり町に関係いたしますのが預かり保育事業となっております。これらの施設

における提供した子育て支援の内容記録や、次のページにわたりまして利用料の受領支援提供証明書の交付

などについての規定内容となっております。今回の無償化によります対象児童数につきましては、１０月１

日現在での町内の保育園、認定こども園利用の予定者数が、これは町内に住所を有する子供でございますが、

６７５名、うち保育料無償化対象者予定を３９６名、このうち副食費免除対象者が２１４名を１０月１日で
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予定をいたしておる次第でございます。この無償化政策につきましては、本条例の改正及び関係補正予算の

議決後速やかに各保育園、認定こども園を通じまして、保護者の皆様へ周知を行うことといたしております。

最後に、附則でこの改正条例の施行日につきましては、令和元年１０月１日から施行することといたしてお

ります。改正内閣府令に準じまして無償化の実施日とするものでございます。以上で説明を終わります。 

◎議長（徳永 正道君）  提案理由の説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑ありませんか。

ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。討論あ

りませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

◎議長（徳永 正道君） これから議案第１７号を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の方

は起立願います。 

  （賛成者起立） 

◎議長（徳永 正道君） 起立多数です。したがって議案第１７号は原案のとおり可決されました。 

日程第４ 議案第１８号 

◎議長（徳永 正道君） 日程第４、議案第１８号あさぎり町農産加工センター条例の一部を改正する条例の

制定についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  議案第１８号、あさぎり町農産加工センター条例の一部を改正する条例の制定につ

いて提案いたします。提案理由を申し上げます。あさぎり町農産加工センター内において金属探知機新たに

導入することにより、使用料金を設定する必要が生じたため、本条例の一部を改正する必要があります。よ

って、地方自治法第９６条第１項第１号の規定により、議会の議決を求めるため提出するものです。詳細に

つきましては担当課長より説明申し上げます。どうか審議の上可決いただきますようよろしくお願い申し上

げます。 

◎議長（徳永 正道君）  農林振興課長。 

●農林振興課長（甲斐 真也君）  はい。議案第１８号について説明します。新旧対照表右側の改正後案の下

のほうになりますが、乾燥機の下に金属検出器の使用料金を追加するものです。令和何年度の農業施設管理

費の備品購入費予算において、あさぎり町農産加工センターへ新たに金属検出器を導入しますが、その使用

料金を１時間当たり６６０円とするもので、この条例は、例は元年１０月１日から施行するものです。以上

で説明終わります。 

◎議長（徳永 正道君）  提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑ありませんか。

ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。討論あ

りませんか。 

（「なし」の声あり） 

 

◎議長（徳永 正道君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

◎議長（徳永 正道君） これから議案第１８号を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の方

は起立願います。 
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（賛成者起立） 

◎議長（徳永 正道君）起立多数です。したがって議案第１８号は原案のとおり可決されました。 

日程第５ 議案第１９号 

◎議長（徳永 正道君） 日程第５、議案第１９号、あさぎり町水道事業給水条例の一部を改正する条例の制

定についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  議案第１９号、あさぎり町水道事業給水条例の一部を改正する条例制定について提

案いたします。提案理由を申し上げます。水道法及び水道法施行令の一部改正に伴い、本条例の一部を改正

する必要があります。よって地方自治法第９６条第１項第１号の規定により議会の議決を求めるため提出す

るものです。詳細につきましては担当課長より説明申し上げます。どうか審議の上、可決いただきますよう

よろしくお願い申し上げます。 

◎議長（徳永 正道君）  上下水道課長。 

●上下水道課長（林 敬一君）  はい、それでは、議案第１９号につきまして御説明いたします。今回の改正

につきましては、人口減少に伴います水の需要の減少及び水道施設の老朽化等に対応し、水道の基盤の強化

を図るために、水道法及び水道法施行令の一部が改正されたことに伴いまして、本条例の一部を改正するも

のでございます。新旧対照表で御説明させていただきます。３ページをお願いいたします。第９条第４項及

び第５項、並びに下段の第３８条第１項につきましては、施行令第５条が第６条に改められたことに伴いま

して改正するものでございます。中ほどの第３３条につきましては第４号が新たに追加されておりますが、

これは指定給水装置工事を適正に行うための支出の保持や、実態との乖離の防止を図るために、指定給水装

置工事事業者の指定について５年毎の更新制が導入されたものでございます。手数料は指定時に１万円。更

新時にも１万円を徴収するものでございます。この改正条例につきましては、水道法及び水道法施行令の施

行日と同日であります令和元年１０月１日から施行するものでございます。説明は以上でございます。 

◎議長（徳永 正道君）  提案理由の説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑ありませんか。

ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。討論あ

りませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

◎議長（徳永 正道君） これから議案第１９号を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の方

は起立願います。 

（賛成者起立） 

◎議長（徳永 正道君） 起立多数です。したがって、議案第１９号は原案のとおり可決されました。 

日程第６ 議案第２０号 

◎議長（徳永 正道君） 日程第６、議案第２０号あさぎり町乗り合いタクシー運送事業補助条例を廃止する

条例の制定についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  議案第２０号あさぎり町乗り合いタクシー運送事業補助条例を廃止する条例の制定

について提案いたします。提案理由を申し上げます。デマンド交通事業への事業転換のため、あさぎり町乗

り合いタクシー運送事業補助条例を廃止する必要がある。よって、地方自治法第９６条第１項第１号の規定

により議会の議決を求めるため提出するものです。詳細につきましては担当課長より説明申し上げます。ど

うか審議の上、可決いただきますようよろしくお願いいたします。 
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◎議長（徳永 正道君）  生活福祉課長。 

●生活福祉課長（上村 哲夫君）  はい。議案第２０号につきまして説明をいたします。あさぎり町における

乗り合いタクシー事業につきましては、合併前の旧町村時から新町に引き継がれ運行されてきたものでござ

いまして、週２回運航する定期路線が８路線、予約路線が４路線の計１２路線で運行を行っております。今

般、高齢化が進展していく中で、本町のような中山間地域での地域の方々特に高齢者の方々の日常の交通手

段の確保は大変重要な課題であり、現行の定期路線による乗り合いタクシー事業を見直し、自宅から指定乗

降所まで予約制による乗り合い型の新しいシステムの導入について、町議会におかれましても特別委員会が

設置されまして、先行地の視察を重ねながら準備検討を行ってきたところでございます。去る６月２４日に

国、県、町、交通関係事業者並びに町内各関係機関の代表者で構成するあさぎり町地域公共交通会議に置い

て、あさぎり町デマンドタクシー事業計画書が承認されたことを受けまして、１０月１日の運行開始に向け

まして、現在準備を行っているところでございます。現在、運行業務の委託先へのシステムの導入、町内へ

の周知と利用者の事前登録事務を始めているところでございまして、今後は試験以降含めた最終的な準備確

認作業を行っていくことといたしております。本条例の廃止につきましては、新しい交通システムに移行す

ることに伴いまして、現行の事業が９月末日をもって終了いたしますので、根拠条例を廃止し、あわせまし

て同条例施行規則も廃止するものでございます。なお、本条例の施行日につきましては、新しい交通システ

ム運行開始に合わせまして令和元年１０月１日といたしております。以上で説明を終わります。 

◎議長（徳永 正道君）  提案理由の説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑ありませんか。

ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。討論あ

りませんか。 

（「なし」の声あり） 

 

◎議長（徳永 正道君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

◎議長（徳永 正道君） これから議案第２０号を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の方

は起立願います。 

◎議長（徳永 正道君） 起立多数です。したがって議案第２０号は原案のとおり可決されました。 

（賛成者起立） 

日程第７ 議案第２１号 

◎議長（徳永 正道君） 日程第７、議案第２１号、あさぎり町２８０メガヘルツデジタル防災同報無線シス

テム整備工事請負変更契約の締結についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  議案第２１号、あさぎり町２８０メガヘルツデジタル防災同報無線システム、整備

工事請負変更契約の締結について提案いたします。あさぎり町２８０メガヘルツデジタル防災同報無線シス

テム整備工事請負契約について、次のとおり請負変更契約を締結することとする。令和元年９月３日提出、

あさぎり町長尾鷹一範。１工事名あさぎり町２８０メガヘルツデジタル防災同報無線システム整備工場整備

工事、工事内容、放送局１局配信局３局。主配信局１局副配信局２局。戸別受信機６,４００台。工事場所

球磨郡あさぎり町全域地内、契約金額変更前２億７,６２６万４,０００円、変更後２億８,３１２万３,１７

７円。今回の変更による増額６８５万９,１７７円。契約の相手方、福岡市早良区百道浜１－７－５、電気

工業株式会社九州支店、支店長松永 希、契約の方法、随意契約。提案理由を申し上げます。平成３１年４

月２５日の平成３１年度あさぎり町議会第１回会議において議決されたあさぎり町２８０メガヘルツデジタ
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ル防災同報無線システム整備工事請負契約について請負変更契約を締結する必要が生じたので、地方自治法

第９６条第１項第５号の規定により、議会の議決を求める。これがこの議案を提出する理由であります。詳

細につきましては担当課長より説明申し上げます。どうか審議の上、可決いただきますようよろしくお願い

いたします。 

◎議長（徳永 正道君）  企画財政課長。 

●企画財政課長（片山 守君）  それでは、議案第２１号につきまして補足説明をさせていただきます。本件

につきましては、平成３１年４月２５日の第１回会議で工事請負契約の締結の議決をいただき、本契約を令

和元年５月１０日に締結しているところであります。今回の議案につきましては、１０月１日の消費増税に

より、契約額は変更となりますが、町長の専決処分事項の指定に関する条例の契約の金額を変更する契約で、

当該契約により増減する契約の金額が変更前の契約の金額の１００分の５以内かつ５００万円以下のものと

いう規定を超えてしまいますので、今回議決をお願いするものでございます。変更の内容としましては、ま

ず戸別受信機の台数につきまして、当初、標準型６,３００台文字表示機能つき１００台、合計で６,４００

台としておりましたが、今後、耳が聞こえない町民の方の増加も考えられることから、文字表示機能つきを

１００台追加して２００台とし、標準型を６,３００台から６,２００台に削減し、合計の台数を変更前と同

じ６,４００台とするものでございます。また、放送局の電力線の引き込みの関係で、中継用の電柱を立て

る必要が出てまいりましたので、電柱を１本追加するものでございます。この変更分と合わせて、今回の消

費税の増税の影響による金額の増加により、今回の変更の額が６８５万９,１７７円となりまして、変更後

の額が２億８,３１２万３,１７７円となるものでございます。以上で補足説明とさせていただきますよろし

くお願いいたします。 

◎議長（徳永 正道君）  提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。討論あ

りませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

◎議長（徳永 正道君） これから議案第２１号を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の方

は起立願います。 

（賛成者起立） 

◎議長（徳永 正道君） 起立多数です。したがって議案第２１号は原案のとおり可決されました。 

日程第８ 報告第１１号 

◎議長（徳永 正道君） 日程第８、報告第１１号、専決処分した令和元年あさぎり町一般会計補正予算第５

号についてを議題とします。執行部からの報告を求めます。町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  報告第１１号 専決処分した令和元年度あさぎり町一般会計会計補正予算第５号の

報告について地方自治法第１８０条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分したので、同条第２項の規

定により報告いたします。令和元年９月３日提出、あさぎり町長尾鷹一範。詳細につきましては担当課長よ

り説明申し上げます。 

◎議長（徳永 正道君）  企画財政課長。 

●企画財政課長（片山 守君）  はい、それでは専決処分いたしました令和元年あさぎり町一般会計補正予算

第５号につきまして説明をいたします。予算書の２ページをお願いいたします。４ページをお願いいたしま

す。朗読させていただきます。令和元年あさぎり町一般会計補正予算第５号、令和元年あさぎり町の一般会
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計補正予算第５号は次に定めるところによる。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３６万３,

０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１００億４,４２５万８,０００円とする。２項、

歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、第１表歳

入歳出予算補正による。令和元年８月９日専決。今回の補正予算は、災害により緊急に必要になった経費に

つきまして計上したものでございます。次に９ページをお願いいたします。歳入でございます。最上段の目

１地方交付税です。今回の補正予算の財源として普通交付税を充当したものでございます。企画財政課分は

以上でございます。 

◎議長（徳永 正道君）  建設課長。 

●建設課長（大藪 哲夫君）  はい、おはようございます。それでは、建設課所管分の説明をいたします。は

い、歳出でございます。ページ１０ページでございます。目１農地等災害復旧費の節１３、測量設計委託料

でございますが、本年度７月１日及び７月１４日の梅雨前線豪雨により須恵地区で２カ所、水田の法面と農

道の法面面でございます。それから深田地区で１カ所畑の法面でございますが災害が発生いたしました。８

月中に災害カ所の復旧工事費を熊本県へ報告する必要があるため、測量設計業務の委託料を計上したもので

ございます。以上説明を終わります。 

◎議長（徳永 正道君）  報告が終わりました。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君） 質疑なしと認めます。これで報告第１１号を終わります。 

日程第９ 議案第２２号 

◎議長（徳永 正道君） 日程第９、議案第２２号、令和元年度あさぎり町一般会計補正予算第６号について

を議題とします。提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  議案第２２号、令和元年度あさぎり町一般会計補正予算第６号について提案いたし

ます。令和元年度あさぎり町の一般会計会計補正予算第６号は次に定めるところによる。歳入歳出予算の補

正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６億４０７万３,０００円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ１０６億４,８３３万１,０００円とするものでございます。詳細につきましては担

当課長より説明申し上げます。どうか審議の上、可決いただきますようよろしくお願いいたします。 

◎議長（徳永 正道君）  企画財政課長。 

●企画財政課長（片山 守君）  それでは令和元年あさぎり町一般会計補正予算第６号を説明いたします。第

１条第２項から朗読させていただきます。第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金

額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は第１表歳入歳出予算補正による。第２条地方債の変更は第２表地方

債補正による。次に７ページをお願いいたします。第２表地方債補正の変更でございます。表右側の欄、補

正後の限度額でございますが、６件で１億９９０万円の増額となるものでございます。なお、補正後の起債

の方法、利率、償還の方法につきましては、補正前と同じでございます。次に１０ページをお願いいたしま

す。企画財政課所管分につきまして説明いたします。歳入でございます。最上段、目１地方特例交付金の減

収補てん特例交付金につきましては、個人住民税と自動車取得税の減収分が補てんされるもので、納入通知

の額に合わせて補正をするものです。中ほどの目１地方交付税です。今回の補正予算の財源調整としまして

３,５５８万円普通交付税を減額するものでございます。ここで令和元年度の普通交付税の額が決定いたし

ましたのでお知らせしておきたいと思います。本年度は合併算定外の特例が終了しまして１本算定となりま

した。総額で４３億９,６３４万８,０００円。４３億９,６３４万８,０００円ということで、昨年度と比較

して、９,５７４万３,０００円の減額になったところでございます。１２ページをお願いいたします。最上

段、指定寄附金のふるさと寄附金につきましては、寄附金のポータルサイトインターネットでの入り口にな
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りますが、現在のふるさとチョイスさとふるに加えまして、楽天を追加する予定でございます。このポータ

ルサイトの追加とあわせて、昨年度の寄附の動向を見ましたときに、合計で８,０００万円は収入できる見

込みがありますので、今回４,０００万円を補正するものでございます。２段下の目５公共施設整備基金繰

入金でございます。公共施設整備基金は総務課の管理でありますが、今回の繰り入れは財政援助運営上の措

置となりますので、企画財政課で説明いたします。歳出で説明があると思いますが、岡留公園駐車場整備事

業を計画しております。この財源といたしまして、起債の充当を考えましたが、有利な起債が使えないよう

でございますので、今回においては、公共施設整備基金を充当することとしたものでございます。その２段

下、款１９繰越金につきましては、決算が確定し、前年度からの繰越金が５億８,５９１万１,０００円で確

定いたしましたので、当初予算の３億円との差額２億８,５９１万１,０００円を計上するものです。その下

目３雑入の市町村振興協会市町村振興事業補助金でございますが、宝くじの益金の一部を市町村に補助され

るものでございます。次のページでございます。２段目の款２１町債の最上段、臨時財政対策債につきまし

ては、借入限度額が１億９,３２０万円に確定いたしましたので、当初予算１億９,５００万円との差額１８

０万円の減額を行うものでございます。最下段の目１環境性能割交付金の減額でございます。新しく６月予

算で計上いたしましたが、県からの試算額で計上しておりました。県から再度変更の試算が届きましたので

５３８万６,０００円が見込み額になりました。この額に合わせて減額をするものでございます。次に歳出

でございます。次のページです。人件費につきましては総務課から説明がございますのでよろしくお願いい

たします。ページ中ほどの目７企画振興費の節１３委託料の人口ビジョン総合戦略策定支援委託料でござい

ますが、前回平成２７年度に人口ビジョン及びまちひと仕事創生総合戦略が平成２７年度から平成３１年度

を計画期間として策定されております。本年度末で計画の期限を迎えることから、令和２年度から令和６年

度までの５年間を計画期間とすることで今回委託して作成することとしたものでございます。節１９負担金

補助及び交付金のくま川鉄道経営安定化補助金でございます。くま川鉄道の前年度分の計上損益を１０市町

村で負担するものでありまして、総額３,７８９万７,０００円のうち、あさぎり町の負担額が８０９万４,

０００円になるものでございます。次に下のほうですが、目１４基金費の節２５、積立金のふるさと基金積

立金でございます。今回の補正でふるさと基金を４,０００万円計上しておりますので、その額をそのまま

積み立てるものでございます。次の財政調整基金積立金でございますが、地方財政法第７条において、決算

余剰金を生じた場合において、当該余剰金の２分の１を下らない額を積み立てるか、地方債の繰上償還の財

源にしなければならないと規定されております。このため、繰越金から当初予算時の繰り越し見込み額を引

いた２分の１の額を財政調整基金に積み立てるものでございます。最下段の目１５、地域情報通信基盤整備

推進事業費の節１１、需用費の修繕料でございますが、５月に岡原熊野地区で起こりました住宅火災におき

まして、隣接するあさぎり町の光ファイバーケーブルが破損いたしましたが、その修理により修繕料を使い

きましたので、後日のために今回補正をするものです。なおこの火災による修理費につきましては、公有建

物災害共済より補てんされる予定でございます。次のページをお願いいたします。次の目１７ふるさと寄附

対策費でございます。歳入で説明しましたとおり、今回４,０００万円の寄附の増加を見込んでおります。

増加の要因の主なものとしましてはインターネットでの寄附の入り口のポータルサイトにつきまして、楽天

を追加することにいたしておりまして、その関係経費を追加しております。説明の最上段のふるさと寄附お

礼品につきましては、返礼品の経費でございます。印刷製本費はパンフレットを印刷するものでございます。

郵送料、これは作成しましたパンフレットを昨年度の寄附者に対して郵送したいと考えておりますのでその

郵送料でございます。ふるさと寄附代理受領業務手数料はクレジット会社への手数料でございます。ふるさ

と寄附特産品発送業務委託料はふるさと振興社への委託分でございます。ふるさと寄附申し込み受付業務委

託料はふるさとチョイス楽天分の委託料でふるさと寄附一括代行業務手数料委託料はさとふる分の委託料と
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なります。以上で企画財政課所管分の説明を終わります。 

◎議長（徳永 正道君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  おはようございます。続きまして総務課所管分を説明いたします。まず歳入か

ら説明いたします。１３ページをお願いいたします。２枠目の目５消防債に今回歳出補正予算を計上してお

ります第３分団２部、今井区でございます。消防詰所建替に係る工事請負費及び設計監理委託料に充てるた

め、消防施設整備事業債を計上しております。起債の種類は緊急防災減災事業債で、充当率は１００％でご

ざいます。次ページ１４ページをお願いいたします。次に歳出につきまして御説明いたします。まず、１枠

目の目１議会費には、説明の欄に記載する委託料における１０月１日からの消費税増税分を補正しておりま

す。本来、消費税増税に係る補正の時期は６月定例日に統一していたものでございますが、失念し遺漏して

いたものでございます。またこの他にも遺漏していたものを今回多数計上しており、徹底不足であったこと

をここでお詫び申し上げます。申しわけありませんでした。次に、２枠目の目１一般管理費には職員研修と

して自治大学校入校に係る普通旅費及び職員研修負担金を計上するものでございます。なお、本年度入校を

計画する、本年度から入校を計画する一般研修課程は基本法制研修と本課程からなるものでございますが、

本年度は基本法制研修のみを受講し、本課程は来年度に受講することとしております。次に目６財産管理費

には、節１１需用費に７月の大雨による庁舎玄関屋根修繕等により、現予算をすべて執行したため、今後に

備える修繕料を節１５工事請負費に総合福祉センター事務室の照度不足を改善するための照明増設工事請負

費を計上するものでございます。目９支所費には、節１１需用費に岡原支所玄関自動ドア修繕料を、節１８

備品購入費には須恵支所用シュレッダーの購入費を計上するものでございます。次に２０ページをお願いい

たします。２枠目の目３消防施設費には、第３分団２部今井区の消防詰所建替事業に伴う建築物確認等申請

手数料、設計監理委託料及び工事請負費を計上するものでございます。また工事請負費には、第２分団３部

西別府区でございます。のトイレ増設工事並びに岡原地区及び須恵地区の放水競技練習用ポール基礎設置工

事に要する経費も計上しております。次の目４防災管理費には、地域防災計画に基づく災害応急対策として

警戒体制や避難所運営に従事した職員に支給する宿日直手当、または現場での応急復旧に従事した職員に支

給する時間外勤務手当を今後の対策に備えるため増額するものでございます。最後に給与費明細の説明を行

います。２２ページをお願いします。ここからが給与費の明細となっております。まず今回特別職の補正は

ございません。次ページ２３ページをお願いいたします。一般職につきましては、今回プレミアムつき商品

券事業費における時間外勤務手当並びに防災管理費における時間外勤務手当及び宿日直手当を補正をするも

のでございます。よってその額を総括し区分ごとにここに示しております。次のページ２４ページをお願い

いたします。２４ページは給与費の補正の自由を示すものでございます。今回はすべてその他の事由による

ものとしておるものでございます。以上で総務課所管分の説明を終わります。 

◎議長（徳永 正道君）  ここで１０分間休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時５７分 

再開 午前１１時０８分 

 

◎議長（徳永 正道君）  休憩前に引き続き会議を再開いたします。町民課長。 

●町民課長（宮原 恵美子さん）  はい、それでは町民課所管分を御説明申し上げます。歳出です。１５ペー

ジをお願いいたします。２枠目になります。目１戸籍住民基本台帳費節１３委託料、これにつきましては、

本年１１月５日施行のあさぎり町印鑑条例の一部改正に伴いますところの印鑑登録証明書等への旧氏起債対

応のための電算システムの印鑑登録システムの改修委託料でございます。９１万８,０００円を計上させて
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いただいております。以上で町民課所管分の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

◎議長（徳永 正道君）  生活福祉課長。 

●生活福祉課長（上村 哲夫君）  はい。生活福祉課所管分を説明いたします。歳入１０ページをお願いいた

します。上から２番目の枠で、目１同じく節１で子ども・子育て支援臨時交付金２,５７２万２,０００円を

計上いたしております。１０月１日からの消費税の引き上げに伴い、国の施策として実施されます幼児教育

保育の無償化に伴い、本年度に限り保育料の県と町の負担分と認定こども園の預かり保育料の県と町の４分

の１ずつの負担分が、子ども・子育て支援臨時交付金として交付されるものでございます。なお、令和元年

失礼しました。令和２年度からにつきましては、町の負担分４分の１につきましては交付税で措置されるこ

ととなっております。４番目の枠で目２民生費負担金、節３児童福祉費負担金、説明欄で保育所負担金の減

額１,４２９万８,０００円につきましては、今回の無償化に伴いましての私立保育園保育料の減額分となっ

ております。次の目１民生費国庫負担金、節４児童福祉総務費負担金で、施設型給付費負担金につきまして

は、無償化に係る国庫負担額の増額分の当初予算額との差額追加分でございまして、次の子育てのための施

設等利用給付交付金につきましては、無償化に伴いましての認定こども園の預かり保育の国費負担分となっ

ております。次の１１ページをお願いいたします。上の枠から目２民生費国庫補助金、節３プレミアムつき

商品券事業補助金、説明の欄で、事務費補助金につきましては歳出で計上いたしております業務を行うため

の時間外勤務手当、消耗品費、印刷製本費、販売取扱手数料などの事務費分を計上しております。事業費に

つきましては、商品券の１人当たりのプレミアム分の最大額５,０００円の対象者分を国からの補助金とし

て計上したものでございます。３枠目の目２民生費県補助金、節４児童福祉費補助金、多子世帯子育て支援

事業費補助金につきましては、無償化に伴いまして、対象となります３歳から５歳までの児童のうち、県の

補助対象数の１０月から半年間の保育料と副食費補助分は先ほど説明いたしましたとおり、本年度に限り国

が臨時交付金として交付されますので、その分の減額補正となっております。次の次１３ページをお願いい

たします。１番上の枠で目１雑入、節２プレミアムつき商品券事業収入につきましては、１人当たり最大２

万５,０００円分の商品券価格のうち、プレミアム分５,０００円を除いた商品購入額２万円分の対象者の数

４,１５０人分の収入を本節で受け入れるものでございます。続きまして、歳出予算で１５ページをお願い

いたします。目４障害者福祉費、節１４使用料及び賃借料で障害福祉サービス請求内容チェックシステム使

用料につきましては、最後に説明いたします救護施設の給食業務委託料と同様に、消費税引き上げ分の不足

額を計上したものでございます。６月の補正で計上すべき予算措置でございました。申しわけございません

でした。３枠目の目７社会福祉施設費、節１１事業費、修繕料につきましては、免田西のドラッグストアに

隣接する国道三差路に設置いたしておりますヘルシーランドの案内看板の建て替え、失礼しました。書き換

えかえの費用として計上したものでございます。次のページをお願いいたします。目９プレミアムつき商品

券事業費につきましては、今回の補正予算で事業の実施に必要な経費を計上いたしております。節３職員手

当等で事務担当職員の時間外勤務手当節１１需用費で受け付けスタンプなどの消耗品費、印刷製本費は商品

券の印刷代を計上したものでございます。節１２役務費につきましては、郵便局に委託する商品券販売の販

売代金の振り込み料と取扱手数料となっております。節１４の事務機事務機リース料は、商品券枚数を数え

る係数機器５台分のリース料、節１９の商品券事業負担金につきましては、歳入で計上いたしております対

象者の商品券販売額と国からのプレミアム分を合わせた金額を使用した取り扱い店に支払う額として対象者

の分計上いたしております。次の枠で目１児童福祉総務費、節１９では無償化に伴い交付される補助金を受

けまして、認定こども園へ支出する負担金と補助金となっております。施設型給付費負担金につきましては、

歳入で説明いたしました無償化に伴う認定こども園の保育料分と、副食費免除分の加算措置分を計上したも

のでございます。次の子育てのための施設等利用費負担金につきましては、認定こども園３園の預かり保育
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分となっております。次の多子世帯子育て支援事業費補助金につきましては、多子世帯補助該当者の副食費

の補助金となっております。次の枠で目５養育医療事業費、節２３で未熟児養育医療費の国と県の負担の返

還金を計上いたしております。それぞれ補助金の前年度負担金の精算に伴いまして、交付決定額と実績額と

の差額について返還を行うものでございます。次のページをお願いいたします。次の枠で、目１救護施設総

務費、節１３委託料の設計業務委託料につきましては、先日の大雨で施設南側の百太郎溝沿いの法面の４カ

所が崩れているために、復旧工事を行うための設計委託料を計上いたしております。次の調理業務委託料に

つきましては、消費税引き上げに伴う不足分を計上したものでございます。以上で説明を終わります。よろ

しくお願いいたします。 

◎議長（徳永 正道君）  高齢福祉課長。 

●高齢福祉課課長（出田 茂君）  高齢福祉課所管分について説明をいたします。７ページをご覧ください。

第２表地方債補正になります。社会福祉施設除去事業補正前限度額２８０万に２,１００万円を増額し、補

正後限度額２,３８０万円といたします。増額分は高山荘解体に係る工事費の９５％程度を充当戸予定して

おります。起債の方法、利率、償還の方法は補正前と同じでございます。次に歳入を説明いたします。１２

ページになります。中ほどの枠になります。目１特別会計繰入金、節２介護保険特別会計繰入金１,０３４

万７,０００円の増額は、平成３０年度介護保険事業特別会計決算により事業費が確定したため、介護給付

費負担金及び地域支援事業費負担金の返還分を一般会計へ繰り入れるものでございます。次に１３ページに

なります。２枠目になります。目２民生費、節６老人福祉施設除去事業債２,１００万円の増額は、高齢者

コミュニティセンター高山荘解体工事費の合併特例債起債分になります。次に歳出を説明いたします。１６

ページになります。区分の１行目です。目７社会福祉施設費、節１５工事請負費３,２００万円は、今年４

月に機能廃止いたしました高齢者コミュニティセンター高山荘解体工事費になります。高山荘を解体し跡地

を駐車場として整備するものでございます。以上で高齢福祉課所管分の説明を終わります。 

◎議長（徳永 正道君）  健康推進課長。 

●健康推進課長（松本 良一君）  それでは健康推進課所管分につきまして御説明いたします。３枠目になり

ますけれども、目３衛生費県補助金、自殺対策推進事業費補助金でございます。これは熊本大学医学部に委

託して実施いたしておりますうつスクリーニングに係ます補助金でございますが、当初予算では１０分の１

０の全額補助を見込んでおりましたけれども、今年度から２分の１補助となりましたことから、減額を行う

ものでございます。次に１７ページをお願いします。２枠目になりますけれども、目７健康づくり推進事業

費自殺対策事業費補助金返還金でございます。これにつきましては、平成３０年度の自殺対策事業の実績に

基づきますところの返還金でございます。その次の目８保健センター管理費備品購入費でございますけれど

も、免田保健センターのガス給湯器が故障いたしております。設置後２０年となりまして老朽化しておりま

したことから修理もできないというようなことで、買い替えを行うものでございます。以上で健康推進課所

管分の説明を終わります。 

◎議長（徳永 正道君）  農林振興課長。 

●農林振興課長（甲斐 真也君）  はい。農林振興課所管分の説明をいたします。歳入からとなります。１１

ページをお願いいたします。３枠目の目４農林水産事業費県補助金、節３林業費補助金の食べる竹・使う

竹・魅せる竹生産支援事業補助金は、これまでも実施している竹林整備の補助金として受け入れるもので、

今年度は０.４６ヘクタールを整備するものです。森林林業木材産業基盤整備交付金は、林道日栗線法面改

良工事におきまして、県から整備交付金が追加交付されるものです。最下段の目３、株式売払収入の１,７

５５万円は、株式会社人吉球磨林業機械センターが令和元年６月の定時株主総会において、市町村株主から

の自己株式の取得の件が承認可決され、関係市町村へ株式譲渡されるもので、１株５万円であさぎり町が取
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得する株式の数は３５１株となるものです。１２ページになります。２枠目の目５林業振興基金繰入金は、

林業従事者からの林業従事者からチェーンソーの導入申請があり事業費の２分の１を支援するものです。１

３ページをお願いいたします。２枠目の目３、農林水産業債で、節１農業施設整備事業債につきましては、

有機センターの屋根の外壁などの改修工事を行うため、農業施設整備事業債を活用するもので充当率９５％

となるものです。節２林道整備事業債につきましては、林道日栗線の法面改良工事を予定しておりますが、

設計業務を委託し、法面改良面積が増加したことと、県からの整備交付金が追加されたことを含め、１７０

万円を増額するものです。続きまして歳出となります。１４ページをお願いいたします。下のほうで目１４

基金費、節２５積立金の林業振興基金積立金は、先ほど歳入で説明しました林業機械センターの株式の売払

収入を林業振興基金へ積み立てるものです。森林環境譲与税基金積立金は、森林環境譲与税で受け入れたも

のを今年度の事業に要する経費の残額について、次年度以降に事業実施する分として基金へ積み立てるもの

です。１７ページをお願いいたします。３枠目の目４農業振興費、失礼しました。３枠目の目４農業振興費

節１９負担金補助及び交付金の農業振興事業補助金は、農業施設機械整備事業を実施しておりますが、対象

農家の方々から補助金４０１万２,０００円の追加交付申請がありましたので、補正予算をお願いするもの

です。目９農業施設管理費、節１５工事請負費は、あさぎり町有機センターの施設の老朽化に伴い、西側外

壁中壁転落防止壁天井改修等の設計業務を委託し、事業費３,３００万円となるものです。１８ページをお

願いいたします。上段の目２林業振興費、節１９負担金補助及び交付金の食べる竹・使う竹・魅せる竹生産

支援事業補助金は、意欲ある生産者が地域の竹林所有者の協力協力のもと竹林整備を行うもので、補助率は

２分の１で事業費が２８万５,０００円となるもので、１ヘクタール当たり２,０００本を目安にしたてる事

業となります。林業従事者育成促進事業補助金は１件の事業者がチェーンソーの導入を行うものです。目４

林道維持費、節１４使用料及び賃借料の機械借上料は、先般の大雨による林道等への土砂流入により予算額

が不足しますので増額をお願いするものです。目７林道新設改良費、節１５工事請負費につきましては、林

道日栗線法面改良工事に伴う設計業務を委託した結果、施工面積が９５０平米から１,２７４平米と面積が

増加したため事業費を増額するものです。以上で農林振興課分の説明を終わります。よろしくお願いいたし

ます。 

◎議長（徳永 正道君）  商工観光課長。 

●商工観光課長（北口 俊朗君）  はい。はい、商工観光課所管分を説明いたします。歳出の１８ページをお

開きください。目２商工施設費、そして目１観光費、商工観光課所管分につきましては、消費税改正による

予算不足分を計上しております。１点だけ目２商工施設費の節１３委託料の１行目の施設管理委託料につき

ましては、ポッポー館の施設管理をシルバー人材センターに委託しております。委託時間帯につきましては

平日の１７時以降、そして土日祝日の終日を管理委託しておりますが、平日分を１時間３０分繰り上げて週

８時間３０分増の人件費を含んだところでの増額分となっております。以上です。 

◎議長（徳永 正道君）  建設課長。 

●建設課長（大藪 哲夫君）  はい。それでは建設課所管分について説明いたします。１１ページをお願いい

たします。歳入です。上から２枠目の目３土木費国庫委託金、節１土木管理費委託金の樋門管理委託金です

が、消費税増税分として国と確認がとりましたので今回増税をお願いするものでございます。１７ページを

お願いいたします。歳出でございます。１番下の枠の目１６農地費です。節１１需用費の修繕費ですが、本

年度の梅雨前線豪雨により農業用施設等の修繕が多く行っております。今後の修繕費として増額をお願いす

るものでございます。節１４使用料及び賃借料ですが、浚渫しなければならない１カ所の分でございます。

機械借上料の分として増額でございます。節１５工事請負費上地区の秋時・榎田地区それから須恵の阿蘇地

区３カ所の排水路を早急に改修しなければならないため、その工事費分の増額をお願いするものでございま
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す。１９ページをお願いいたします。１番上の枠の目２環境整備資材等支給事業費の節１４使用料及び賃借

料ですが、今年度は既に９件の事業が取り組まれております。今後４件の申請が予定されており、機械借上

料が不足する見込みでございますので今回増額をお願いするものでございます。次の枠の目１道路橋梁総務

費の目１９、負担金補助及び交付金でございますが、熊本県が行います工事で小枝深水線の道路改良工事が

追加分がございました。その追加に想像する工事負担金を増額するものでございます。目２道路維持費の節

１５、工事請負費は、免田地区の町道二本柿浜川線の道路水対策としての側溝敷設工事と上地区の別府岡原

線の百太郎溝の溢水による法面が崩れたカ所の補修工事費を増額するものでございます。節２２補償補てん

及び賠償金につきましては、皆越地区の立野線の法面が崩れたことにより通行止めとなっております。その

通行止めによりデイサービスを受けられていた方が利用できなくなったため、施設に入居されることになり

ました。その入居に係る費用から今まで御本人がデイサービスで費用を付与されていた額を差し引いた額に

ついて補償費として予算を計上したものでございます。目３道路新設改良費節２２補償補てん及び賠償金は、

須恵深田線交差点改良事業に伴う補償費で消費税増税分でございます。目４道路改良費、節２２補償補てん

及び賠償金は、今井中学校線道路改良工事に伴うＮＴＴの電柱移転の補償費を増額したものでございます。

１番下の枠の目１河川総務費、節１３委託料は、球磨川樋管操作員と田頭川水門の操作の消費税増税分の増

額を計上したものでございます。２０ページをお願いいたします。１番上の枠の目１公園費の節１５工事請

負費につきましては、岡留公園の南側の多目的広場駐車場の整備に係る工事費でございます。当初はですね

の計画では駐車場のみを先行して工事を行い、多目的広場は令和２年度以降その他の整備工事と合わせまし

て複数年かけて整備するようにしておりましたが、そうした場合にですね出戻りが出てトータル的に工事費

が高くなってしまうため、今回駐車場と多目的広場の整備に係る工事費を計上したものでございます。なお

６月に計上すべき消費税増税分を今回２件ほど計上いたしました。大変申しわけございませんでした。以上

建設課の説明を終わります。どうぞよろしくお願いいたします。 

◎議長（徳永 正道君）  教育課長。 

●教育課長（木下 尚宏君）  はい、それでは教育課所管分について御説明申し上げます。１１ページをお願

いいたします。歳入でございます。３枠目の１番下、目８教育費県補助金でございます。節１教育費補助金、

中学校英語検定チャレンジ事業補助金でございますけれども、中学校３年生が英語検定を受ける費用の補助

金でございます。事業費の３分の１を受け入れるものでございます。県、町、保護者それぞれ３分の１を負

担していただくものでございます。１３ページをお願いいたします。２枠目町債、目６教育債でございます。

節２社会教育施設整備事業債につきましては、免田総合グラウンドの照明設備更新事業に伴います起債でご

ざいます。合併特特例債充当率９５％でございます。続きまして歳出でございます。２０ページをお願いい

たします。３枠目、目３教育振興費、節１８備品購入費につきましては、小中学校パソコン教室のパソコン

をタブレット端末に更新するものでございます。平成２２年度導入時から９年を経過していること、それか

らＯＳウインドウズ７のサポートが終了すること。次年度からプログラミング教育の授業が必修化されるこ

となどから更新をするものでございます。中学校の目１学校管理費、節１９負担金補助及び交付金でござい

ますが、歳入で御説明いたしました中学校３年生が英語検定を受ける費用の県町分として補助金を計上して

おります。次のページをお願いいたします。目２公民館費でございます。節１１修繕料につきましては、深

田校区公民館せきれい館の雨戸井の修繕費用を計上しております。節１９負担金補助及び交付金でございま

すが、今井公民分館建設予定地、ここはもともと百太郎土地改良区管轄のでんでございました。今回宅地と

して使用いたしますけれども、地区除外とする際には土地改良法に基づき、決済金の納入が義務づけられて

おりますことから、その負担金を計上しているものでございます。目２体育施設費、節１４使用料及び賃借

料につきましては、深田地区体育館のモップリース代を計上しております。節１５工事請負費でございます
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が、免田総合グラウンド照明設備更新工事費を計上しております。国体前の平成１０年に改修されてから２

０年が経過をしておりまして、安定器の老朽化によるショートで使用できない事案も発生しており、ＬＥＤ

照明への更新を行うものでございます。目１給食センター運営費、節１８備品購入費でございます。野菜絞

り器、これは水分を絞る機器でございますが、故障によりましてまた修理不能ということから新規に購入を

お願いするものでございます。教育課所管分については以上でございます。よろしくお願いいたします。 

◎議長（徳永 正道君）  終わりかね、説明漏れありませんか。提案理由の説明が終わりましたのでこれから

質疑を行います。質疑ありませんか。溝口議員。 

○議員（１４番 溝口 峰男君）  はい、これ２０ページの消防の施設整備費の中に、２,２３５万あります

が、３分団２部の解体費は、入っているのかどうか。それとあわせて、その解体費は１,９７０万の起債対

象になってるのかどうか。お願いします。 

◎議長（徳永 正道君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  はい、解体費用につきましては今回補正で計上しているものでございます。そ

して解体工事費に係る部分も起債の対象として充当しているところでございます。金額につきましては、直

接工事費ベースで説明いたします。８１万８,０００円が直接工事費で算定しておるところでございます。 

◎議長（徳永 正道君）  他にございませんか。小見田議員。 

○議員（１２番 小見田 和行君）  お伺いいたします。農業振興費の振興補助金の件でございますけど、要

綱等におきましては前年度１２月までで申請をというふうに原則はなっておりますけど、１７ページの農業

振興事業補助金でございます。４０１万２,０００円の件でございますけど、この要綱を見ますときには事

業計画の認定申請は前年度の１２月末ということに大体原則としてはなっておりますけど、ここ何年か見ま

すときにずっと補正補正でまいっておりますけど、今後この補助金につきましては、こういう要綱等の遵守

といいますか、ある程度その辺のところで、ずっと補正を組むような予算の立て方をされるのか。今後はそ

の要綱をもとに、基礎の原則論を重視されるのかその辺を伺いたいと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  農林振興課長。 

●農林振興課長（甲斐 真也君）  はい、当初議員おっしゃられたようにですね前々年度の要望をもとにとい

うことでしておりましたけれども、要綱等につきましてもその辺まだ確実にそういうふうに訂正もしていな

いところもありますので、その辺はまた見直したいと思いますが、一応前回の常任委員会の中でですね、今

年度をもって今年中をもってですね、申し込みをしめようということで協議をしたところでございます。今

まだ未申請者の方々に対しまして、再度通知をしまして、１１月の中旬までに申請をいただきたいというこ

とで通知をしまして、それで締め切りをしたいというふうに考えているところでございます。今回要望いた

だいた農家の方々につきましては、突然機械が壊れてしまったと。そういう、また新規就農者ですね、そう

いった方で機械を導入したいという方もいらっしゃいまして、その分を今回計上させていただいたような事

情でございます。以上です。 

◎議長（徳永 正道君）  小見田議員。 

○議員（１２番 小見田 和行君）  いろいろそういうことで有難い支援をしていただくのはわかっておりま

すけど、やっぱりあの規則とか要綱が明記されている上はですね、どちらを変えるのか、そういう事情にそ

うのっとるんであれば要綱とか規則をですね変えて、補助に当たられるのが筋だと思うんですよね。要綱規

則をやぶりにながら、そういう事情がゆえにだらだらと補正を組むこと自体は、やはりあの予算の組み立て

れる上では余りなじまないと思いますので、そこ辺をもう一度確認願いたいと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  農林振興課長。 

●農林振興課長（甲斐 真也君）  はい。ちょっと規則要綱等につきましてはさかのぼることも、ありうるか



- 116 - 

もしれませんけれども、やはり農家の方々もですね公平公正に平等にですね交付金が受けられるようにとい

うことで、また見直したいと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  小見田議員。 

○議員（１２番 小見田 和行君）  我々も農業をしておりましてですね何ですか、計画性は大事だと思うん

ですよね。その時点時点で必要だからっていうふうで、こういうつどつど申し込まれること自体もちょっと

不自然なところがあるもんですから、やはりあの計画をもって、前年からそういう導入計画、また主要計画

また栽培の面積等もですね、考えていくこそをやっぱり農業の発展につながるものと思いますので、そこの

ところの課内でよく検討願いまして、この補助体系のあり方については規則要綱後を変えられながら、臨ん

でいただきたいと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  農林振興課長。 

●農林振興課長（甲斐 真也君）  はい、今後課内でもですね、検討しながら、協議しながら進めたいという

ふうに思っております。 

◎議長（徳永 正道君）  他にございませんか。難波議員。 

○議員（３番 難波 文美さん）  教育課にお尋ねします。２０ページのところで教育総務費、備品購入費と

いうことでですね、６,１１０万円の計上となっております。８月２２日の総務文教委員会におきまして説

明を受けたパソコンの更新ということなんですけれども、あのときに委員からもいろいろ意見が出まして、

非常に高スペックなパソコン、小学生の低学年でも使いこなすのかというようなパソコンがここでは見積も

りとして出されておりました。３社ほどですね見積もりをされて計上したということをお伺いしたわけです

けれども、あのときにもう少し精査していただいて、価格が検討できるんではないですかと言ったと思うん

ですけれども、この中では検討はされたんでしょうか。 

◎議長（徳永 正道君）  教育課長。 

●教育課長（木下 尚宏君）  はい、そのあとさまざまな機関の御意見も聞きながらですね、予算計上額をさ

せていただいております。スペックの機器の機種の選別に対してもですね、いろいろお話を聞いたときに、

やはりこのぐらいのスペックは必要ではないかというふうな意見もございましたので、さまざまな意見はこ

のスペックを低くすることによって、使用年度、使用する期間が短くなるとか、そういった意見もございま

したので、今回はこの金額を計上させていただいております。ただ、予算執行までにはさらにいろんなさま

ざまなところから意見を聞いて執行したいと思っております。 

◎議長（徳永 正道君）  難波議員。 

○議員（３番 難波 文美さん）  はい、１台当たりですね約２５万近くなると思っております。スペックは

高ければ長く使える、そういうわけでもないと普通のパソコンを使っててもですね、大方の方はやっぱり御

存じですし、今課のほうでおっしゃったように、これからもちょっと検討重ねでですね、もうちょっと低い

価格でできるようであればですねなおいいかなと思いますので、しっかり御検討をお願いいたします。 

◎議長（徳永 正道君）  教育課長。 

●教育課長（木下 尚宏君）  はい、今議員おっしゃられましたとおり、予算執行までにはさらにいい検討を

させていただきたいと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  他にございませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。討論あ

りませんか。 

（「なし」の声あり） 
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◎議長（徳永 正道君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

◎議長（徳永 正道君） これから議案第２２号を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の方

は起立願います。 

   （賛成者起立）   

◎議長（徳永 正道君）起立多数です。したがって議案第２２号は原案のとおり可決されました。 

日程第１０ 議案第２３号 

◎議長（徳永 正道君）日程第１０、議案第２３号、令和元年度あさぎり町国民健康保険特別会計補正予算第

１号についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  議案第２３号、令和元年度あさぎり町国民健康保険特別会計補正予算第１号につい

て提案いたします。令和元年度あさぎり町国民健康保険特別会計補正予算第１号は次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２３０万７,０００円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２１億８,６７１万９,０００円とするものでございます。詳細につきま

しては担当課長より説明申し上げます。どうか審議の上、可決いただきますようよろしくお願いします。 

◎議長（徳永 正道君）  健康推進課長。 

●健康推進課長（松本 良一君）  引き続き朗読させていただきます。第２項、歳入歳出予算の補正の款項の

区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。次に

７ページをご覧いただきたいと思います。歳入でございます。款４国庫支出金、項２国庫補助金、目２社会

保障税番号制度システム整備費補助金でございます。これにつきまして国のほうではマイナンバーカードの

健康保険証としての利用を促進していくことといたしておりますけれども、この補助金はその一環として国

保システムの改修に充てるために交付されるものでございます。それから次の款９繰越金、項１繰越金、目

１繰越金でございますけれども、歳出の予備費に充てるものでございます。次の８ページをお願いします。

歳出でございます。１番上の枠の目１一般管理費、システム改修委託料でございますけれども、歳入で説明

いたしましたけれども、国保システムの改修委託料でございます。具体的な改修内容としましては、現在の

保険証の記号番号は各世帯に対して７けたの番号を割り振っておりますけれども、マイナンバーとを連動さ

せるためには個人を識別する必要があるというようなことから、さらに２けたの番号を追加することになり

ます。そのほかマイナンバーカードとの情報のやりとり等を行うために、システムの改修を行うことといた

しております。それから次の枠の予備費でございますけれども、目１の予備費でございますけれども、これ

につきましては、予定していない支出が必要になったときなどのために予備費の計上をお願いするものでご

ざいます。以上で説明を終わります。どうぞよろしくお願いします。 

◎議長（徳永 正道君）  提案理由の説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑ありませんか。

ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君）質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。討論あり

ませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君）討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

◎議長（徳永 正道君）これから原案第２３号を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は

起立を願います。 

（賛成者起立） 

◎議長（徳永 正道君）起立多数です。したがって議案第２３号は原案のとおり可決されました。 



- 118 - 

日程第１１ 議案第２４号 

◎議長（徳永 正道君）日程第１１、議案第２４号、令和元年度あさぎり町介護保険特別会計補正予算第２号

についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  議案第２４号令和元年度あさぎり町介護保険特別会計補正予算第２号について提案

いたします。令和元年度あさぎり町介護保険特別会計補正予算第２号は次に定めるところによる。歳入歳出

予算の補正第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４,８５６万６,０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ２１億１,１９２万５,０００円とするものでございます。詳細につきましては

担当課長より説明申し上げます。どうか審議の上可決いただきますようよろしくお願いします。 

◎議長（徳永 正道君）  高齢福祉課長。 

●高齢福祉課課長（出田 茂君）  はい。令和元年度あさぎり町介護保険特別会計補正予算第２号について説

明いたします。予算書２ページを引き続き朗読いたします。第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び

当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。今回の主な補

正理由は、平成３０年度の介護保険特別会計の決算に伴いまして、介護保険給付費等の公費負担分を精算し

国県支払基金町へ返還するため補正するものでございます。歳入から説明いたします。７ページをご覧くだ

さい。目１繰越金、節１繰越金４,８５６万６,０００円を増額いたします。次に歳出を説明いたします。８

ページをご覧ください。１枠目です。目１一般管理費、節１２役務費４１万８,０００円を増額いたします。

来年度に策定を予定しております高齢者福祉計画及び第８期介護保険事業計画に関連いたしまして、介護予

防日常生活圏域ニーズ調査アンケートを実施します。そのための返信用郵送料の通信費となります。２枠目

になります。目２償還金、節２３償還金利子及び割引料、介護給付費負担金返還金３,４１６万６,０００円

の増額は、平成３０年度の介護給付の事業実績に基づき国県へ返還するものでございます。次の地域支援事

業交付金返還金２５６万４,０００円の増額、支払い基金交付金返還金１０３万１,０００円の増額いたしも

平成３０年度の事業実績に基づき、それぞれ国と県支払い基金へ返還するものでございます。３枠目になり

ます。節２８繰出金、一般会計繰出金１,０３４万８,０００円を計上しております。これは介護給付費など

の町負担分を精算した金額を一般会計へ繰り出すものでございます。４枠目になります。目２包括的支援事

業、節１１需用費消耗品費３万９,０００円を増額しております。現在リースしております車両のタイヤ交

換の費用となります。以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

◎議長（徳永 正道君）  提案理由の説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑ありませんか。

ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います討論あり

ませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

◎議長（徳永 正道君） これから議案第２４号を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の方

は起立願います。 

（賛成者起立） 

◎議長（徳永 正道君） 起立多数です。したがって、議案第２４号は原案のとおり可決されました。 

◎議長（徳永 正道君） ここで休憩をいたします。午後は１時３０分からでございます。 

 

休憩 午前１１時５９分 
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再開 午後 １時３０分 

 

◎議長（徳永 正道君）  休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

日程第１２ 議案第２５号  

◎議長（徳永 正道君） 日程第１２、議案第２５号、令和年度あさぎり町下水道事業特別会計補正予算第２

号についてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  議案第２５号令和元年度あさぎり町下水道事業特別会計補正予算第２号について提

案いたします。令和元年度あさぎり町下水道事業特別会計補正予算第２号は次の定めるところによる。歳入

歳出予算の補正第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４８１万円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ７億１,９００万３,０００円とするものでございます。詳細につきましては担当課長よ

り説明申し上げます。どうか審議の上可決いただきますようよろしくお願いいたします。 

◎議長（徳永 正道君）  上下水道課長。 

●上下水道課長（林 敬一君）  はい。それでは議案第２５号を令和元年度下水道事業特別会計補正予算第２

号について説明させていただきます。２ページの第１条第２項から読み上げさせていただきます。第２項、

歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は第１表歳入

歳出予算補正による。第２条地方債の変更は第２表地方債補正による。４ページをお願いいたします。第２

表地方債補正。今回の補正では免田八幡区におきまして、民間業者によります宅地分譲が計画されておりま

して、必要となる下水道管渠築造工事費４２０万円のうち、下水道事業債分の４００万円を増額し、起債限

度額を１億３,８８０万円とするものです。起債の方法、利率、償還の方法は補正前と同じでございます。

補正の詳細につきましては６ページの事項別明細書から説明いたします。歳入でございます。上段の目１繰

越金、節１繰越金８１万円ですが内容は３件ございます。１件目は地方債で説明しました宅地分譲地の下水

道管渠築造工事４２０万円のうち、下水道事業債４００万円を差し引いた不足分に繰越金を充てるものが２

０万円でございます。２件目は下水道の公営企業会計移行業務を平成２９年度から今年度までの３カ年間で

委託しておりますが、本年度分の業務委託について消費税増税分が３１万円でございます。３件目は今回下

水道使用料金につきまして、１件のお宅に誤って賦課されておりました分の還付３０万円でございます。以

上３件の合計８１万円分につきまして繰越金を充てるものでございます。次に２枠目の目１下水道事業債、

節１下水道事業債でございます。免田八幡区の宅地分譲地の下水道管渠築造工事４２０万円のうち４００万

円に下水道事業債を充てるものでございます。次に歳出でございます。７ページをお願いいたします。目１

下水道総務費、節１３委託料です。歳入で説明いたしました企業会計移行業務委託料につきまして、本年度

委託分１,６７４万円にに対する消費税増税分３１万円を追加するものでございます。次に目２下水道維持

費、節２３償還金利子及び割引料です。今回上地区の１件のお宅につきまして下水道使用料を誤って賦課し

ていることが判明しまして、納めていただきました料金に加算金を加えました３０万円を還付金として計上

したものでございます。次に目４下水道建設費、節１５工事請負費につきましては、歳入で説明いたしまし

た免田八幡区に予定しております民間業者によります宅地分譲地に下水道管渠築造工事を施工するための工

事請負費を計上したものでございます。説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

◎議長（徳永 正道君）  提案理由の説明が終わりましたのでこれをから質疑を行います。質疑ありませんか。

ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 

◎議長（徳永 正道君） 質疑なしと認めます。これから討論を行います。討論ありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第２５号を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

  （賛成者起立） 

◎議長（徳永 正道君） 起立多数です。したがって議案第２５号は原案のとおり可決されました。 

日程第１３ 議案第２７号 

◎議長（徳永 正道君）日程第１３、議案第２７号、有機センター木灰及び堆肥自動包装設備の買入について

を議題とします。提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  議案第２７号、有機センター木灰及び堆肥自動包装設備の改善について提案いたし

ます。有機センター木灰及び堆肥自動包装設備について、次の通り買い入れるものとする。令和元年９月５

日提出、あさぎり町長尾鷹一範、買入物件、有機センター木灰及び堆肥自動包装設備、２、納入場所、球磨

郡あさぎり町有機センター地内。３、買入価格２,８９０万８００円。４番、契約の相手方、熊本県球磨郡

あさぎり町免田西２,４３１株式会社球磨建機サービス、代表取締役 大隅勝人５、契約の方法、指名競争

入札。提案理由を申し上げます。有機センター木灰及び堆肥自動包装設備の買入れについて、あさぎり町議

会の議決に付すべき契約及び財産の収得または処分に関する条例第３条の規定により、議会の議決を経る必

要がある。これがこの議会に議案を提出する理由であります。詳細につきましては担当課長より説明申し上

げます。どうか審議の上、可決いただきますようよろしくお願いいたします。 

◎議長（徳永 正道君）  農林振興課長。 

●農林振興課長（甲斐 真也君）  はい、議案第２７号につきまして補足説明いたします。本件につきまして

は入札を令和元年８月３０日に行い、落札業者と仮契約を締結しているところであります。施設内の設備な

どが２０年を経過し老朽化がし進んでいることから、振るい機、梱包機などの更新を行うものです。完成予

定を令和２年３月１９日と予定しております。施設建屋の改修なども今後実施しまして、来年度から有機セ

ンターすべての施設を長期の指定管理などにより契約を行いまして町の管理経費を支出することなく事業者

が管理する運営体制とするように準備をして進めているものでございます。以上で説明を終わります。 

◎議長（徳永 正道君）  提案理由の説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑ありませんか。

小見田議員。 

○議員（１２番 小見田 和行君）  １２番小見田です。１点お伺いいたします。機械をですね自動放送設備

を導入するに当たりまして、大体稼働時間はどれぐらいなのか、そして処理する数量はどれぐらいなのか減

価償却費が増加してまいりまして生産原価があがりますけど、商品に価格転嫁の予定はあるのか。以上、伺

いたいと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  農林振興課長。 

●農林振興課長（甲斐 真也君）  はい、稼働時間数量につきましては資料を持ち合わせていませんので、後

日説明させていただきたいと思いますけれども、価格等につきましては、消費税分が関係すると思いますけ

れども、その分が若干考えられているというふうに聞いているところでございます。 

◎議長（徳永 正道君）  小見田議員。 

○議員（１２番 小見田 和行君）  午前中の全員協議会の中でお伺いしましたときに、この機械装備は今度

をもって最後にするということでありまして、あとは委託される業者さんのもとで管理されて、更新をされ

るんだろうと思うんですけど、その際やはり企業とする場合は取引した機械に対する生産原価に及ぼす価格

とかですね把握して価格決定するのが当たり前と思うものですからそれを聞いたわけでございまして、やは

りそれが明確に担当課としても把握しておくべきと思いますがいかがでしょうか。 
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◎議長（徳永 正道君）  農林振興課長。 

●農林振興課長（甲斐 真也君）  はい。現在、まだそういった協議を行っておりませんので、また再度指定

管理者と話を進めていきたいというふうに思います。 

◎議長（徳永 正道君）  小見田議員。 

○議員（１２番 小見田 和行君）  あと指定管理者ということで、聞いておりましたけど、この後は指定管

理という形でいくのでしょうか。それとも、無償で貸与とかいろんな形で今までの指定管理と少し変わるよ

うな話を聞いておりますけどそれはいかがなんでしょうか。 

◎議長（徳永 正道君）  農林振興課長。 

●農林振興課長（甲斐 真也君）  はい。現在考えておりますのは、指定管理で７年１０年とかですね、長期

にわたるほうで行いたいというふうに思っております。 

◎議長（徳永 正道君）  他にございませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君）質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。討論あり

ませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君）討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

◎議長（徳永 正道君）これから議案第２７号を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は

起立願います。 

  （賛成者起立） 

◎議長（徳永 正道君）起立多数です。したがって、議案第２７号は原案のとおり可決されました。 

日程第１４ 議案第２８号 

◎議長（徳永 正道君） 日程第１４、議案第２８号、有機センターホイールローダーの買い入れについてを

議題とします提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  議案第２８号、有機センターホイールローダーの買い入れについて提案いたします。

有機センターホイールローダーについて次のとおり買い入れるものとする。令和元年９月５日提出、あさぎ

り町長尾鷹一範。１買入物件 有機センターホイールローダー。２納入場所 球磨郡あさぎり町有機センタ

ー地内。３買入価格７８３万円。４契約の相手方、熊本県球磨郡あさぎり町免田西２,４３１ 株式会社球

磨建機サービス代表取締役 大熊勝人、５契約の方法、指名競争入札。提案理由を申し上げます。有機セン

ターホイールローダーの購入について、あさぎり町議会の議決に付すべき契約及び財産の習得または処分に

関する条例第３条の規定により議会の議決を経る必要がある。これがこの提案を提出する理由であります。

詳細につきましては担当課長より説明申し上げます。どうか審議の上可決いただきますようよろしくお願い

いたします。 

◎議長（徳永 正道君）  農林振興課長。 

●農林振興課長（甲斐 真也君）  はい、議案第２８号につきまして補正補足説明いたします。本県におきま

しても入札を令和元年８月３０日に行い、落札業者と仮契約を締結しているところでございます。これまで

利用しておりました機械につきましては、有機センター運用開始から稼働しており、修繕等を行いながら利

用しておりましたが、今回更新を行うものです。納品完了予定を令和２年２月末を予定しているものです。

今後は先ほどの説明と同様に、町の管理経費を支出することなく、事業者で管理をすることとしているもの

でございます。以上で説明を終わります。 

◎議長（徳永 正道君）  提案理由の説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑ありませんか。
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ありせんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。討論あ

りませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

◎議長（徳永 正道君）  これから議案第２８号を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の方

は起立願います。 

（賛成者起立） 

◎議長（徳永 正道君）  起立多数です。したがって議案第２８号は原案のとおり可決されました。 

日程第１５ 認定第１号～日程第２２ 認定第７号  

◎議長（徳永 正道君）  日程第１５、認定第１号、平成３０年度あさぎり町一般会計歳入歳出決算の認定に

ついてから日程第１８、認定第４号、平成３０年度あさぎり町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につい

て及び日程第１９、議案第２６号、平成３０年度あさぎり町水道事業特別会計利益の処分及び決算の認定に

ついて、及び日程第２０、認定第５号、平成３０年度あさぎり町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついてから日程第２２、認定第７号、平成３０年度球磨郡介護認定審査事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついてまでを決算に関連がありますので一括議題とします。提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  それでは、平成３０年度の決算認定について提案いたします。認定第１号、平成３

０年度あさぎり町一般会計歳入歳出決算の認定について、認定第２号、平成３０年度あさぎり町国民健康保

険特別会計歳入歳出決算の認定について、認定第３号、平成３０年度あさぎり町後期高齢者医療特別会計歳

入歳出決算の認定について、認定第４号、平成３０年度あさぎり町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて、議案第２６号、平成３０年度あさぎり町水道事業特別会計利益の処分及び決算の認定について、認

定第５号、平成３０年度あさぎり町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について、認定第６号、平成３

０年度球磨郡障害認定審査事業特別会計歳入歳出決算の認定について、平成３０年度球磨郡介護認定審査事

業特別会計歳入歳出決算の認定について、あさぎり町監査委員の決算審査意見書を付けて提出し、議会の認

定に付するものでございます。どうか審議の上認定をいただきますようよろしくお願いいたします。 

◎議長（徳永 正道君）  ここで決算審査に当たられました。その代表監査委員に審査結果の報告を求めます。

園田代表監査委員。 

●代表監査委員（園田 孝幸君）  こんにちは。本年７月より監査委員につきまして代表監査委員の園田でご

ざいます。よろしくお願いいたします。皆様方には日頃よりあさぎり町発展のため御尽力なさてされている

ことに対しまして心より敬意を表したいと思います。さてあの決算審査は、決算のその他関係諸表等の計数

の正確性を検証するとともに、予算の執行または事業の経営が適正かつ効率的に行われているかどうかを主

眼として実施するものであり、森岡監査委員とともに協力しながら審査を行ってきたところでございます。

それでは決算審査意見書についてお手元の資料に基づいて説明を申し上げます。なお審査に当たりましては

１円単位まで審査しているところでございますが、説明に当たっては万円単位での説明とさせていただきま

す。まず２ページをご覧いただきたいと思います。審査の対象としたものが、①の一般会計と②から⑦まで

の６つの特別会計でございます。項目の２番から４までの審査期間、審査場所、審査要領を記載しておりま

すけれども、省略をさせていただきます。５番目の決算の概要について御説明申し上げます。まず一般会計

及び特別会計ごとの予算額決算額に対する比率を示しているのが第１票であります。続きまして一般会計の

決算状況についてであります。平成３０年度歳入額につきましては、４ページの第２表のとおり１１７億１,
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１３５万円。歳出総額が１１０億９,１３０万円で差し引き残額が６億２,００４万円となっております。こ

のうち３,４１３万円が翌年度へ繰り越すべき財源となるため、実質収支額は５億８,５９１万円の黒字とな

っております。各年度別決算の推移も同じ第２表に示しております。一般会計の歳入を示しているのが隣の

第３票であります。歳入合計は１番下の欄で、予算現額が１１６億９,２１３万円。調定額が１１８億７,６

２５万円。収入済額が１１７億１,１３５万円となっております。また、収入未債額は１億６,３３５万円。

不納欠損額が１５３万円となっております。６ページの第４表を説明いたします。単独事業など自由な活動

ができる財源として自主財源があるわけですが、本町の自主財源比率は前年と変わらず２５.０％となって

おります。前年度に比べ、町税は１,０４０万円、財産収入は１億３,９６７万円、使用手数料及び手数料が

４１０万円、寄附金が２,５０４万円と前年より増加しております。繰入金は６,５１１万円、繰越金が３,

２０４万円、分担金及び負担金が３,１８４万円、諸収入が１,８７８万円と前年度に比べ減少しております。

依存財源の主な状況では前年に比べて町債が２億８,５８０万円、地方消費税交付金が８９０万円、地方譲

与税が１０７万円増加しておりますが、国庫支出金は１億２,４５１万円、地方交付税は７,７４７万円、県

支出金は３,２５６万円減少しております。町税の収納状況を第５表に示しております。調定額は１３億３

６８万円で、前年度の１２億８,７６９万円より１,５９９万円増加し、収入済額は１２億１,４０２万円で、

前年度の１２億３６２万円より１,０４０万円ほど増加しております。徴収率は予算現額に対しまして１０

１.４％、調定額に対して９３.１％となっております。不納欠損額につきましては、前年に比べ３３万円、

収入未債額については５２６万円の増加となっております。過去５年における町税の収納状況を８ページの

第６表で見てみますと、平成２７年度より毎年収入額は上昇しています。不納欠損額はここ数年減少傾向で

したが、本年度は増加しています。徴収率も前年度より若干低くなっております。第７表が町税における未

収入済額を前年度との比較であります。９ページの第８表と第９表が保育所徴収金及び公営住宅使用料の収

納状況を示したものであります。いずれも徴収率は伸びております。次に１０ページの第１０表の一般会計

における歳出の状況であります。平成３０年度の一般会計歳出決算は１１０億９,１３０万円で、予算現額

１１６億９,２１３万円に対しまして９４.９％となっております。また支出済額は前年度に比べ１,２７９

万円減少しております。構成比を見てみますと民生費、これは社会福祉費、国民健康保険、介護保険料等が

ありますけれども３２.１％、総務費が１３.９％、公債費が１１.５％、教育費１０.２％と高く、次いで農

林水産業費が９.９％、土木費が９.５％などとなっております。歳出決算の推移は第１１表のとおりで、過

去５年間ほぼ同程度の執行率であります。歳出決算額を性質別に前年度と比較したのが第１２表であります。

義務的経費は４８億８,９５８万円で、前年度と比較しまして１.８％、９,０５５万円の減少となっており

ます。歳出総額に占める割合は４４.１％と前年度に比べ０.７ポイントほど少なくなっております。投資的

経費は１９億８０６万円で前年度と比較しまして９.７％、１億６,８９３万円増加しております。主な要因

は、補助事業、単独事業及び災害復旧費の増加となっております。その他経費は４２億９,３６５万円で、

前年に比べまして２.１％、９,１１７万円の減となっております。主な要因は維持補修費や積立金が減収し

たものであります。債務負担行為の状況、保育料及び町債の状況につきましては１２ページから１３ページ

の表第１３、１４、１５のとおりであります。続きまして、１４ページの第１６表国民保険特別会計の決算

についてであります。歳入額２２億８,６６９万円、歳出総額２１億５,１８１万円で、差し引き額は１億３,

４８８万円となっております。国民保険税の収納状況を第１７表に示しております。平成３０年度は調定額

５億３００万円で収入済額４億４,９８６万円となっており、徴収率は８９.４％であります。また、収入未

済額は５,１７７万円、不納欠損額は１３６万円であります。推移の状況につきましては１６ページの第１

８に示しているとおりであり、年々徴収率は向上しております。第１９表の歳出決算を見てみますと、予算

現額２２億８２４万円に対し、支出済額２１億５,１８１万円で、執行率は９７.４％であり、前年度より４
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億３,２２８万円減っております。歳出の構成比を見てみますと、保険給付費が６９.１％、医療給付費分が

２０％などとなっております。第２０表の後期高齢者医療特別会計決算では、歳入総額が１億９,４３９万

円、歳出総額は１億９,１５５万円で、歳入歳出差引額は２８３万円となっております。続きまして介護保

険特別会計の決算状況が１８ページ、第２２表及び２３表で、歳入総額２１億４,３７０万円、歳出総額が

２０億７８８万円で、歳入歳出差引額は１億３,５８２万円となっております。第２４表の介護保険料の収

納状況を見てみますと、前年度に比べ不納欠損額、収入未債額ともに減少しています。保険給付費は、第２

５表のとおり年々増加しております。２０ページの第２６表と第２７表が介護サービスに関する資料を示し

ております。２１ページの下水道事業特別会計決算状況を説明しますと、歳入総額７億７,８６２万円、歳

出総額７億５,０７７万円で、歳入歳出差引額は２,７８５万円となっております。歳入では前年に比べ繰入

金及び財産収入が増加しております。下水道受益者負担金及び下水道使用料の収納状況が２２ページの第２

９、３０表で、収入未債額は両方とも前年に比べ減少し、受益者負担金の徴収率は２.２ポイント下水道使

用料は０.５ポイント上昇しております。下水道事業及び簡易水排水事業における町債の状況を示した表が

第３１表となっております。球磨郡障害認定審査事業特別会計及び球磨郡介護認定審査特別事業特別会計の

決算状況が２３ページ、奨学金の積立状況、貸付状況及び返済状況が２４ページにそれに公営住宅敷金の状

況等を２５ページの各表に示しております。２６ページの基金の運用状況でありますが、大部分が基金の積

立利息や国債売却によるもので増減につきましては第３９表のとおりであります。ふるさと基金は、主に集

団健診、学校ＩＣＴ機器リース料、店舗改装事業等の補助金として取り崩しを行っています。まちづくり基

金については、主に総務課、商工観光課、教育課で実施したまちづくりに関する事業の財源として、産業活

性化基金は主に農業支援センター負担金、農業振興補助金、産業用地企業振興補助金の財源として取り崩し

を行っております。次に財政構造についてですが、歳入の構成を自主財源と依存財源に区分して年度別に比

較した表が２７ページ第４０表であります。自主財源比率は前年と変わらず２５％であります。特別会計の

繰入状況が４１表であり、８億７９５万円の繰り入れを一般会計から行っております。各種財政指標を示し

たものが２８ページの第４２表であります。財政力指数につきましては、本年度は０.２３２でわずかに上

昇しております。経常収支比率につきましては７０％から８０％に分布するのが望ましいとされております

が、当町では８８％となっております。ちなみに、２９年度の決算における全国の類似団体の平均値は８９.

７％となっております。実質収支比率は一般的に３％から５％が望ましいとされているところでありますが

９.２％となっております。財産管理の状況についてであります。公有財産のうち土地及び建物に関する普

通財産は、所有していた分収林が直営林となったことから２,０００平米増加し、上地区の産業用地や旧須

恵中学校跡地の宅地分譲地等の売却で５,３３７.８１平米減少し、３,３３７.８平方メートル減少したこと

となっております。行政財産では、分収林を直営林にしたことによる増加と須恵地区体育館の解体に伴う用

途廃止による減収分を差し引いて、３万６,６０９.４２平米の土地面積が増加しております。また、建物と

して須恵地区体育館やヘルシーランドの改修等により、１,４８９.６平米減少しております。なお、あさぎ

り町財産規則第１２条に規定する公有財産台帳に記入すべき価格の整備については早急に行っていただきた

いと思います。それでは、審査の結果と意見について述べてまいりたいと思います。審査に付された平成３

０年度の各会計歳入歳出決算書、同事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に関する調書及び基金運用

状況調書に関する調書等は、関係法令に準拠して作成されており、その計数は関係諸表帳簿その他証憑書類

と照合し、また担当職員の質問等により審査をした結果、適法かつ適正に処理されているものと認められま

した。財産管理に関しての在庫品についても、例月現金出納検査等を通じまして定期的に関係帳簿と照合し

適切に管理されていることを確認しております。決算に関する総括的な意見は次のとおりであります。一般

会計に関しまして、一般会計の歳入の１０％以上を占める町税の調定額及び収入済額ともに増加しています
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が、徴収率は９３.１％と前年よりわずかに減少しております。滞納が高額な案件や徴収困難な案件が存在

することから、今後とも粘り強い徴収に努めていただき、負担の公平性を確保するようにお願いいたします。

特別会計に関しては、いずれの特別会計についても黒字となっておりますが、分担金及び負担金で運営して

いる球磨郡障害認定審査事業及び球磨郡介護認定審査事業の特別会計以外については、不納欠損や収入未済

があり、徴収努力でさらなる健全な運営となるよう努めていただきたいと思います。なお、一般会計及び特

別会計ともに各課の税金や料金等の改修に当たっては、引き続き債権回収対策連絡会議での検討など、全庁

挙げての対応をお願いいたします。財政構造に関してでは、先に述べましたとおり、本町の自主財源比率は

２５％でまだ低い水準にあります。税収及び寄附金は伸びているものの、国県の支出金は本年度も減少し、

地方交付税も年々減額されており、今後基金を取り崩しながらの財政運営が想定されます。行政水準を維持

するため、優先順位等を考慮した規律ある財政運営に努めていただきたいと思います。財政分析です。財政

の弾力性を示す経常収支比率については、本年度８８.８％であります。これは分母となる地方交付税の減

少が要因と考えられます。歳出総額も義務的経費も前年度より減少しているとはいえ、今後高齢化が進む中、

扶助費が年々増加してくると見込まれます。財政力指数については０.２３２で、ここ数年横ばいの状況で

推移しています。財政改革等の取り組みを通じまして、財政基盤の強化に努めていただきたいと思います。

基金の運用についてですが、保有状況については第３９表のとおり、証憑帳簿との照合を行い、いずれも基

金も適正に管理運用されていると認められましたので今後とも適正な管理運用をお願いいたします。以上が

一般会計及び特別会計に関する決算審査の状況と総括的な意見であります。続きまして、平成３０年度あさ

ぎり町水道特別会計歳入歳出決算について御報告いたします。１の審査対象から４の審査要領につきまして

は先に述べました一般会計等の決算審査と同様ですので省略いたします。５の審査結果であります。審査の

対象といたしました平成３０年度決算書及び附属書類の計数は、関係諸帳簿及び証票書類の計数と符合し、

いずれも正確であることを確認いたしました。決算の状況につきましては、４ページ以降の資料をご覧いた

だきたいと思います。第１表のとおり、平成３０年度の事業収益は４億１,５５３万円と、前年度より１,８

２０万円、４.６％増収しております。平成３０年度における水道料金の収納状況については第２表のとお

りであります。徴収率は９６.５％となり、前年度に比べ０.５％上昇いたしました。収入未債額は過年度分

を含めまして約７８７万円と前年に比べ７９万円ほど減少していますが、２年連続で４００万ほどの未収額

が発生していることから、さらなる徴収努力をお願いいたします。飛びまして１０ページの経営分析で明ら

かなように、固定資産構成比率が９０.６％、固定負債構成比率が３８.８％と前年より改善されていますが、

事業の効率化硬直化が懸念される数値であります。また、営業収支比率も水道料金を上げたにもかかわらず

６９.２％と低い数値であり、さらなる経営改善を進めていく必要があるものと考えております。なお老朽

施設の改修等が今後増えていくとなど厳しい状況である現状について広報紙等で周知しておくことも必要と

考えます。次に、平成３０年度の決算に基づく健全化判断比率等及び公営企業資金不足比率等の審査意見に

ついてであります。実質公債比率につきましては、年間の借金返済の額をあらわすもので、資金繰りの程度

をあらわす指標で、比率の低いほうが財政に余裕があり健全性が高いと言われています。平成３０年度の実

質公債比率は８.５％で前年度に比べ０.３ポイントほど改善しています。続きまして将来負担比率について

でありますが、土地改良区などを含めた将来の負担が見込まれる負債の割合をあらわすもので、借入金や将

来支払っていく可能性のある負担等の現時点での残高を指標化したもので、将来財政を圧迫する可能性の度

合いを示す指標であります。前年度に続き平成３０年度も分子がマイナスになったため指標は数値化されて

おりません。この要因としましては、将来負担額としての公営企業債等繰入見込み額や退職手当見込み額が

減少したことによりまして充当可能財源等が将来負担額を上回ったことにより分子がマイナスになったこと

によります。最後に資金不足についてでありますが、公営企業に見る資金不足は生じていないため指標は数
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値化されておりません。今後普通交付税が段階的に削除されることから、今後も健全財政に向けた取り組み

を行っていく必要があると思います。少し長くなりましたけど、以上で１年の決算審査に関する説明を終わ

らせていただきます。ありがとうございました。 

◎議長（徳永 正道君）  これから決算審査意見書について代表監査委員に質疑を許可します。質疑ありませ

んか。ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君） 質疑なしと認めます。これで代表監査委員への質疑を終わります。 

◎議長（徳永 正道君） お諮りします。一般会計及び特別会計の歳入歳出決算書の審議について、来る９日

は建設経済常任委員会所管課分、１０日は厚生常任委員会所管課分と税務課分、１１日は税務課を除く総務

文教常任委員会所管課分についての説明及び質疑を行い、総括質疑及び採決を１３日に行いたいと思います。

御異議ございませんか。異議なしと認めます。したがって来る９日は建設経済常任委員会所管課分、１０日

は厚生常任委員会所管課分と税務課分、１１日は税務課を除く総務文教委員会所管課分についての説明及び

質疑を行い、１３日に総括質疑及び採決を行うことと決定しました。なおお手元に配付しました文書のとお

り各課の課長補佐も説明員として出席しますので報告をしておきます。お諮りします。明日６日は熊日金婚

夫婦表彰式及び各種委員会開催のために休会とし、８日と９日は休日のために休会にしたいと思います。御

異議ございませんか。異議なしと認めます。したがって明日６日から８日は休会とすることに決定いたしま

した。以上で本日の日程は全部終了しました。本日はこれで散会いたします。 

●議会事務局長（大林 弘幸君）  起立願います。礼。 

 

午後２時１５分  散 会 

 


